
日本力への流永のえ島|こ っって

准議 若省  (え幌管区気象台)

昨冬 に続 き今冬七日本力∧のえ来の流ハ唸発発で、2年移い)て 力l夙・礼女畠1に 啓岸
ιた。二れよごの剰属・れ文島∧の幕芹 はノタ″年以降では力年 ,を年′揚年′枠年′
好年に生じ

.て おり、3年 に一度この害り合であ窓。年々の状況が大きく異な 3た め飛業
ゃ力上交通に董人な影響 乞承ぽす日本法∧の読出r菌 して ,今るの状沈 とえハのため
気象卑因革 l・ っ |,て報告すS。

1.今る (/,オ年りの状況
日本論 1=流氷が流ガした期嵐は2皮 ぉり、の流ハ■畑が平年ょりむなり早むっ± 1
月半

'が

｀
～2月 上旬どα)天 売島付血きで南下 tF_2月 下旬～3日 上旬どあ8。
0そ 、北去置着岸への流氷の至リスは平年ょりかなり早く(約″日♪、■月上/al半 ば
には陸上ならヨ視ど観測(流永初 日)さ ねた。その後七流ソくの動 きま`毛%てい中旬には
口摩着 F ttM ttt、 下 旬 に λ リカ1晨 ・れ 文 島 に奉 岸 した 。雑 内 て

ヽ
の需じ氷初 日は最 丘

“年のりし則て` 3者 日に早く、まt、 ネLメ r/1でわ場の訛を飛(昭スユ9年 1人降)に よgこ 1月 中
の幕岸 lよ初めてこの二とであ 3。 この流永 は2月 上旬後半まご日本悩■二とどまったがi
冷日の流島で lよ介り晨・ネL文 両水こか5羹 1二 串 |・流Иf_の は少量の4け氷 しかなが,た
ようぞあ 3。

2月 中旬に応流ネは崇溶義峡のス約あぁまで後退 Lた が、下旬 l・ λソ再グ日本協 1=

流畝ハし、ぁ日に|よ殊」夙・れ文洒永直七こ ,て 尺え自のうヒ西糸科沙h孝 ぞ豊してりSの
が不行漱 からの日移謹費メ|て 4`鮭通された。

=の
ような南あまで達 したま

“

秦嗽ノタ3ノ 与の羽
IIIでの滑岸を是友りltよ 3tの とがない

'a観
測手裏 が充実してきtの lよ ここわ教年のこと

であ3の で、見盛 して lノ だことモ多ん'っ たと思ゎm3び・、かなり珍 Ll,こ とと言え g。

=の あと流ネ は徐々
に融解 し,3月 上旬後半 にま宗る慟峡 に4サ永が散在す3雄劉曳

|ごな っ七。

2.日 本着ハ流出す gた めの気現ご黎囚
琉ネが日外力にjたれ出す直♯倉0な原因 tま  強 1)
東rtの 連吹であξ。今各、1調 と,ル 早 り時期 l=
日本法 r流凪 したのt,ユと力直浄岸芝塵続 して発
産こ仁准ゑ圧夢通″東凰左強めたためぞあ3.紬
かな状7~7に つ1,て まヽ

=こ
ぞ唸名略寺sも 、日午年の

流戯事例 にフ1夕 てはな 日 (/,た ,の 報告があ3.
今回は最近%年 1か の資料 から得 られた結果とこ
て、日本着ハの流戯には東颯によ3標流ヒl)ぅ こ
影 6うな万吾国のクトl・ 、レヘ2月 の(11置がかな り影実夢
して1)g二 とをさバ・8。
図2は雑内の年向,た永日をと維ズ|の たり笏もの気
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図■./夕′よ年3日 2`日 の読ジ貯斜傷



温 (12～ 2日 の平均 )の ]力係 を示 したそのでち
3が 、 12～ 2 rlに

`温
てヽ ぁ 6と維内 のた来日教

が多くな り、吏に |よ弁]夙 社 文島に■岸す31=
どに日本姜

^の
,勧 が落発にな 3傾向 にあ s■

とがう な
=〈
図中 黒数の年 1・イ」夙 ネL文 自に

半岸).
図3嗜雑人のフじkネ刀日とフヘユ月の雄肉P"
補♭の気温のl力孫であgが 、こ温であgほ ど流氷

幼 自ホ早く43傾向■あ
=ミ
とがうむ 3_こ の

ことづらこ温により流来初日0早 ょり、4の 資
日外漁 |で アたと出す″を分かわくなソ ′1ス イι莱
島までとす=と

考え 3,18.
また イ温であ8■ とにより流ネ 融゙解ふこ
凝6こ とt落たな流出の一因として午視でtヘ
リヒをえらなる.図 4嗜維内 δル‐Ьの気温 (フ

～フ月の平均 )と ,ヒカ直西右カム の力面水温 (

2日 )の 1菊1築であ=が
,両者 Fは 正の相ぬ0認

め3に ,気 、二ょ、力面の沿芸p為果が大き、,こ
とがうo3.4の 為呆嗜房磋の差4度 前後 Fと
してけ8.繊 に今冬嗽例年 Fヤ、,種ス温にな,
ており、大え島々こまでの漁ヽの原因のかとつ

にを,て 1,3と を2ら れ
=。

最後 r 准 72・ と日本潟 への流 出の因呆歯4に
フリマ は不朝礎 な点ザ残 って 1,3が  今 l・nの 金
果 1ょ捩祟

`今

な子測 ら下倉ヒ性 ttた うして ,)=点
で魂史白|に 右 FTlな tの になり名 うでま 3.

3
1

維

内

の2
ス月
ネ

初

日.

月

●2べ 4図 と七に 黒太 'ょ 41夙 ネと文島
に琉氷が接岸にな年であ 5二 と i lTヽ 二

〇ぞ禾きれたシ年ヒ″年 穫ヽ岸 嗽して

1,な |〕 が ヨオ協^0樅
出か比較

"増発ごち,た 年。
数年は西歴年 に対応 (夕|:産 ゥ/?″ )
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